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6.　「水飼いの道」後半部（687–1252行）の訳
i.　水飼い儀礼の準備（687–783）
［687–692: 王位継承予定者（将来の Kigeri王）の公表］
王の跡継ぎ（umuwana w umwam uziima）が急ぐ。
Tsoobe （16）2の儀礼家が付いて行く。
このとき初めて、全ての儀礼家たちは、
［690］誰が王の跡継ぎであるかを知る 3。
ふつうなら、知っているのは一人か
二人、父王が告げた人だけである。
［693–702: 舟材の選定］
一行は Gisiizi岸（189）でニガウリ 4を収穫する。
彼らは Gisiiziで Nyabarongo河を渡り、
［695］Mugwato河口近くの Kaamaatoの渡し 5に行く。
彼らは何本かの木に印をつける 6。
宮廷で教えられたように。跡継ぎは儀礼動作を四回する。
Tsoobeは儀礼動作を四回する。
 2 前稿（宇野 2014）で訳した「水飼いの道」前半部（1–686行）への参照は行数
だけを掲げる。多くは初出箇所に注がある。
 3 ［690］「誰が王の跡継ぎであるかを知る」：ルワンダ王国では、王位後継者が誰で
あるかは王が死ぬまで少数の高官（ふつう Tsoobeの儀礼王と Tegeの儀礼王お
よび一人の有力軍人）以外には、後継者本人も知らせないという原則があった
（宇野 2007: 122; 宇野 2012: 62–63; 宇野 2013: 90）。しかし、牛王の後継者つまり
将来 Kigeri王になるべき人だけは例外で、水飼い儀礼で彼が果たすべき役割が
あるため、事実上公表された。
 4 ［693］「ニガウリ（-ishywa）」：豊穣・勝利の象徴。
 5 ［695］「Mugwato河口の Kaamaatoの渡し」：Mugwato川は Bumbogo省を南下
して Nyabarongo川に注ぐ。その合流点近くに Kaamaatoの渡しがある（d’Her-
tefelt & Coupez 1964: 464）。
 6 ［696, 700–701］「木に印をつける」「渡し守と交代する」「両端を測る」：これら
の動作は、王たちの渡河用の舟（861行）を作る木材を選びだす作業と関係して
いるらしい（d’Hertefelt & Coupez 1964: 324）。
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二人で助け合いながら陳列する 7。
［700］彼らは渡し守たちに彼らと暫く代るように命じ、
木の両端を測って立ち去る。
王の息子は家に帰る。
［703: 霊水の採取］
Tsoobeの人は Kabuye山 8に水を汲みに行く。
［704–716: Muhimaの水飼い儀礼場の準備］9
彼は Gakondo軍（21）10と Abariiza軍 11とともに南下する 12。
 7 ［697–699］「儀礼動作を四回する」「陳列する」：呪文を唱えながら、木材から邪
霊を祓う動作をしたと思われる。前出 310–333行では、類似の調伏儀礼が王権
太鼓の心臓の採取の前に行われた（宇野 2014: 153–155）。
 8 ［703］「Kabuye山」：この名前をもつ山塊は二か所にある。一つは、Muhima儀
礼場から数キロ北の Buriiza省（今の Kigari県内）にあり、ルワンダの古い都が
あった。もう一つは、約 45キロ北西の Buberuka（今の Ruhengeri県内。103行
注参照）にあり、神話的始祖の Gihanga王の宮廷が置かれていたといわれ、魔
法の力のある泉があった。ここで問題になっているのは後者らしい（d’Hertefelt 
& Coupez 1964: 464）。その山頂に Gihangaが掘らせたという井戸あり、その水
がルワンダ王の即位式で使われた（宇野 2013: 103, note 51参照）。
 9 ［704–716］「Muhimaの水飼い儀礼場」：Muhimaは、Nyabarongo川の支流
Nyabugogo川の左（南）岸、Kigari山の北麓に位置する茂みに覆われた土地（d’
Hertefelt & Coupez 1964: 471）で、898行以下でMutara王が水飼い儀礼を行う。
ここでは Tsoobeたちがその儀礼場を設置しに行く。
 10 ［704］「Gakondo軍（21）」： Gakondoは原初の王 Gihangaが初穂儀礼（umu-
ganura）のために作ってその息子 Rutsobe（Tsoobeの名祖）に与えた軍といわ
れ、Tsoobeの儀礼王が代々指揮し、Bumbogo地方の殆どの住民がこれに属した
（Kagame 1963: 26–29）。
 11 ［704］「Abariiza軍」： Abariizaは「Buriizaの住民たち」を意味し、Konoの儀礼
王が代々指揮する軍を指す。Buriiza地方は Nyabugogo川の北に位置し、住民は
すべて Kono儀礼王の臣下だったという。昔、Cyirima I Rugweの恋愛を Kono
クランの祖先 Nkimaが手助けし、その褒美として、王は Nkimaを儀礼王にし、
領地として Nyamweru山（Buriiza地方の西の Bumbogo地方南部、Kigariの
西、Nyabugogo川の北）を与えたときに、この軍の原型となる集団を Konoの
指揮下に置いたという（Kagame 1963: 33–34）。Konoの儀礼王は「王位継承の
遺言」を保管するのが主な仕事だった（Kagame 1947: 370）。
 12 ［704］「南下する」：北の Kabuyeから南のMuhimaまで。
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［705］彼は Rwezangoro泉 13の屋敷の門を開く。
Gakondo軍が泉を掃除する。
泉がきれいになると、
畠（amasinde）を掘り返し、宿舎（iraaro）を作り、
垣根の門（amarembo）の柱（ibikingi）を固定する、
［710］Kabuyeで汲んだ上記（703）の水を使って。
玄関（imiryango）とその両脇の垂直材（imitaahano）、
そして奥の部屋（iimyinjiro）の垂直材（imiganda）を、
上記（703）の Kabuyeの水を使って固定する 14。
これらの棒は切らないで折る 15。
［715］手でむしった urukangagaの草 16で家の屋根を葺く。
床を ivubwe17とニガウリで飾る。
 13 ［705］「Rwezangoro泉」：「王の住まいの清浄化」を意味し、Kigari山の北麓の
Muhimaの水飼い儀礼場に水を供給する泉の名前（Kagame 1947: 385; d’Herte-
felt & Coupez 1964: 491）。この泉の水や泥は「即位の道」1041で王の即位式の
クライマックスの王国と牛の再活性化儀礼に使われる（宇野 2013: 124）。
 14 ［709–713］「垣根の門の柱…固定する」：ほぼ同一の表現が、このあと 723–726、
729–732に見える。建築材については、「即位の道」1145–1148行の新王宮建設
の同様の描写の訳と注（宇野 2013: 130）を参照。
 15 ［714］「切らないで折る」：刃物を使わない方が清浄と考えられた。次行の「手で
むしった」も同じ考え。
 16 ［715］urukangara: カヤツリグサ科の水生植物 Cyperus latifoliusで、長く鋭利な
葉を持ち、草葺き屋根、わら布団、家畜の敷きわら、むしろなどに使う
（Troupin 1987: IV-446; Coupez et al. 2005: 1218）。
 17 ［716］ivubwe: Brachiaria brizantha （Hochst. Ex A. Rich） Stapfまたは Brachiaria 
decumbens Stapfまたは Brachiaria eminii （Mez） Robyns （Troupin 1988: 202, 
204）。牛が好むざらざらした草（Coupez et al. 2005: 2737）。
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［717–726: Gatsaataの水飼い儀礼場 18の準備］
上記（704）の Tsoobeが（Nyabugogo川を北に）渡って、
Gatsaataの Rwamutara19に上陸する。
彼は同じように（705）屋敷の門を開く。
［720］Abariiza軍（704）が泉を掃除する。
それがきれいになると、
Tsoobeは王（Cyirima）の宿舎を建てに行く。
垣根の門の柱、
玄関とその両脇の垂直材、
［725］そして奥の部屋の垂直材を、
上記（703）の Kabuyeの水を使って固定する。
［727–733: Muganzaの王宮の準備］
Tsoobeは KigariのMuganza20に行き、
用地を区画する。
屋敷の門の柱、
［730］玄関とその両脇の垂直材、
そして奥の部屋の垂直材を
上記（703）の Kabuyeの水を使って固定する。
Tsoobeは宮廷に帰る。
 18 ［717–726］「Gatsaataの水飼い儀礼場」：Muhimaの儀礼場と同じく Nyabagogo
川流域にあるが、Muhimaより数キロ北東（上流）に位置する（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 456）。ここで先代牛王に仕える儀礼家が過去の王と王母のために
水飼い儀礼を行う（994行以下）。この川のさらに上流（東北）の Rutare山地に
Mutara王、Cyirima王、Kigeri王のための墓地がある。Nyabugogo川を遡るほ
ど、王家の先祖に近づくことになる。
 19 ［718］「Rwamutara」： RwamutaraはMutaraの王権槍の名前として既出（49, 69, 
899, 914）だが、ここでは水飼い場の名前である。
 20 ［727］「KigariのMuganza」：Muganzaは-ganz-「勝利する」から派生した地名
で、Kigari山の北西側の山腹にある（d’Hertefelt & Coupez 1964: 471）。水飼い
儀礼を終えたMutaraがここに住む（1150行目）。
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［734–759: Gasekeの牛王祠 21への通告］
一頭の雄牛を連れてくる、一頭の不妊の雌牛を連れてくる。
［735］蜂蜜ビール、蜂蜜入りのソルガム・ビールを運んでくる。
王は Tsoobeに任務を与える、
次のように：「Gasekeに行って Cyirima22に言え、
 21 ［734–757］「Gasekeの牛王祠」： Rukoma省西部の Rutobweにある丘の頂に立つ
牛王祠を指す。先代の牛飼い王（CyirimaまたはMutara）のミイラがここに保
管されていた。詳しくは宇野 2014: 122–128参照。ここでは、出発を牛王祠に予
告するために Tsoobeが派遣された。1969年に Gasekeの牛王祠跡を調査した考
古学者 Van Notenによると、王祠の囲いは北に入口があり、入って右（西）に
次席の儀礼家たちが住む家 Iとその囲いがあり、そこに王の太鼓が置かれた。さ
らに奥（南）にある囲いの奥の家 IIで首席の儀礼家たちが王のミイラを燻蒸し
た。そこには別の太鼓も置かれた。家 Iの囲いの南に小さな家 IIIがあり、普通
の太鼓が置かれていた（Van Noten 1972: 20, g. 6）。
 22 ［737］「Cyirimaに言え」：「水飼いの道」のテキストは、汎用的な手順を記述する
と同時に、次回の水飼い儀礼の台本になるように固有名詞を織り込んである。こ
の Cyirimaは一般論としては現牛王の四代前の前牛王を指す。しかし具体的に
は、秘典のテキストが採集された 1950年代初めの時点で、次の水飼い儀礼を行
うべき牛王は当時のMutara III Rudahigwa （在位 1931–1959）であり、ここの
Cyirimaは当時 Gasekeで祀られていた前々牛王 Cyirima II Rujugira（在位 c. 
1770–1786）のことである。
  彼は、彼の四代あとの牛王Mutara II Rwogera（在位 c. 1845–1867）によって水
飼い儀礼後に Rutare墓地に送られるはずだった。ところがMutara II Rwogera
は、水飼い儀礼の実施条件の一つ（王母が死亡していること）を満たせぬまま、
母より先に亡くなってしまい、Cyirima II Rujugiraのミイラは Gasekeに置かれ
たままになった。
  Mutara II Rwogeraの四代の子孫である Rudahigwaは、Mutaraの次の牛王とし
ては Cyirimaを名乗るべきだったが、水飼い儀礼後に Cyirimaのミイラを墓地
に送る牛王としてはMutaraを名乗る必要があった。1931年にベルギーとカト
リック教会が Yuhi V Musingaを退位させて Rudahigwaを即位させた際、事情
通の Classe大司教は RudahigwaにMutaraを名乗らせた（Kagame 1972: 208–
209）。
  しかし、退位させられたMusingaは、キリスト教徒の Rudahigwaが水飼い儀礼
や Cyirimaの埋葬をすることはないだろうと考え、1931年 12月ないし 1932年
1月に Cyirimaのミイラを Gasekeのどこかに密かに埋葬させた。儀礼家たち
は、将来の Rutare墓地での本葬に支障がないよう、深い穴にミイラを宙づりに
する仮の埋葬法をとったと言われる（Kagame 1947: 379; d’Hertefelt & Coupez 
1964: 325 #737; Van Noten 1972: 19–21）。
  「水飼いの道」は、このMusingaによる Cyirimaの埋葬を織り込んでいないが、
1123行でMusingaの王母の Kanjogera（1933年没）を過去の王母の一人として
あげているので、宮廷儀礼家たちは Cyirimaの仮埋葬を承知の上で将来の水飼
い儀礼に備えていたのであろう。なお、Mutara III Rudahigwaは医療事故で急
死し、水飼い儀礼は行われなかった。したがって、最後に水飼い儀礼を行った王
は Cyirima II Rujugira（在位 c. 1770–1786）までさかのぼる。
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このように：『王が雌牛たちを待たせ、
次いで雌牛たちを水飼いに連れて行きます』と。
［740］そして：『彼のために水飼いをして下さい。彼はあなたのた
めに水飼うでしょう。
ルワンダの獣疫を退治しに行って下さい 23。』と」
Tsoobeは Gasekeに行く。
そのとき、Rugabo鼓 24が迎える。
上記（734）の二頭の動物が屋敷のなかに立っている。
［745］彼は飲物（735）を敷居の中央に置き 25、
跪き、手を叩く。
こう言いながら：「imaana26が常にあなたとともにありますように。
Mutaraがあなたに次のように言えと私に命じました：ここに飲物
があります、
蜂蜜ビールと蜂蜜入りのソルガム・ビールです。
［750］ここに一頭の雄牛と一頭の不妊の雌牛がいます。
王はあなたにこう申します：王が雌牛たちを待たせ、
次いで雌牛たちを水飼いに連れて行きます。
王のために（牛疫を）退治しに行って下さい。
彼のために水飼いをして下さい。彼はあなたのために水飼うでしょ
う、と。」
 23 ［741］「ルワンダの獣疫を退治しに」：水飼い儀礼の直接の目的は、Rutare墓地か
ら流れてくる王家の先祖のエネルギーを帯びた水をルワンダの牛に飲ませて元気
づけることだった。
 24 ［743］「Rugabo鼓」： Gasekeで先代の牛王と一緒にいる太鼓（804–806行の注も
参照）。
 25 ［745］「彼は飲物を敷居の中央に置き」：穢れるから、中には入らない。
 26 ［747］imaana：ルワンダの宇宙の最高存在。生命原理。キリスト教の神もこの
語で訳される（cf. Pauewels 1958）。
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［755］Gasekeの儀礼家 27が立ち上がり、
家に入ってその主人に贈り物を捧げ、
上記の宮廷からのメッセージを繰り返す。
雄牛と不妊の雌牛（734）を殺す。
Gasekeの儀礼家は残って肉を分配する。
［760–762: Gasekeからの出発の支度］
［760］Gasekeの儀礼家は Kayumbu川 28に橋を投げ込ませ、
両岸から夜の間それを監視する。
彼は宮廷の同意を得て時間を決める。
［763–774: 水飼い儀礼に連れて行く牛の準備］29
その時間に、牛の隊列が用意される。
 27 ［755］「Gasekeの儀礼家（umwiru w’Igasek）」： Gasekeで牛王祠を守ってきた儀
礼家は Tsoobeクランである。Kagameによると、Yuhi III Mazimpaka王が牛軍
Izikwiye-Yuhi（Dignes-de-Yuhi）を作って Tsoobeクランの Kibyibushyeに託し
た。その息子 Semhabwaは Cyirima II Rujugira王の時代に功績をあげた。王が
死ぬと、そのミイラは、ルワンダの牛を繁栄させるための祭祀を受けるため、
Rukoma西部の Gasekeに安置され、Semhabwaが守護人に任命された。ミイラ
と接触して死の穢れに染まったため、Semhabwaは宮廷に行くことも王に会うこ
ともできなくなり、牛軍管理権を息子の Nibahebeに譲った。Nibahebeは一族
の利益を宮廷に対して代表し、ミイラとの接触は禁じられた。牛たちの管理権は
Nibahebe家に伝わったが、彼の孫の Rubanzabigwiが Kigeri IV Rwabugiri王に
よって罷免されたため、Semhabwaの孫の Senyamisangeが引き継いだ。この
Senyamisangeはミイラの守護人に任命されたので、宮廷に近づけなくなり、息
子の Kimonyoに牛軍の指揮権を譲った（Kagame 1961: 34）。Cyirima II Rujugi-
ra王の祭祀に必要な雄牛を供給する牛軍 Indamutsaと Invugoが Kigeri IV 
Rwabugiri王によってつくられ、最初は Tsoobe、次に Konoクランの人が指揮
した（Kagame 1961: 48–49）。
 28 ［760］「Kayumbu川」： Gaseke辺に発して北西に流れて Nyabarongo川の支流の
Bakokwe川（Rukomaの西の境界をなす）に注ぐ川（d’Hertefelt & Coupez 
1964: 461, 466）。Gaseke牛王祠から Kinaniの渡しに向かう際、最初の日にこの
川を渡る。
 29 ［763–774］「水飼い儀礼に連れて行く牛群」：現牛王と先代牛王の牛 200頭ずつ
を、わざわざ Nyabarongo川を越えて直線距離で約 30キロ東のMuhimaと Gat-
saataまで移動させ、王家の墓地のある Rutare山地から流れてくる湧き水を飲ま
せる。
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牛軍「尊敬すべき者たち」（121, 770, 776, 981）30から五十頭、
［765］牛軍「王朝の者たち」（183）31から五十頭、
牛軍「Mazingaから来た者たち」32から五十頭
牛軍「Bunyabungoから来た者たち」33から五十頭。
全部で雌牛は二百頭。
プラス雄牛が二頭、
［770］二頭とも牛軍「尊敬すべき者たち」（121, 764, 776, 981）出
身で、
それらは定員外だ。
これほどの数の牛の群を
Gasekeの儀礼家が編成する。
宮廷でも同じ頭数を集める。
［775–778: 許嫁たちのミルク壺を満たす］34
［775］上記（145–171）の許嫁たち（bageni）はというと、
牛軍「尊敬すべき者たち」（121, 764, 770, 981）から供給された彼
 30 ［764］「尊敬すべき者たち（Inyubahiro）」： Cyirima II Rujugiraが作ったと言われ
る牛軍で、Heekaが管理した（Kagame 1961: 41–42; d’Hertefelt & Coupez 1964: 
486）。
 31 ［765］「王朝の者たち（Ingabe）」： Kigeri IV Rwabugiriが秘典儀礼のために作っ
た牛軍（Kagame 1961: 113）。
 32 ［764］「Mazingaから来た者たち（Inyamazinga）」：多分、Kibungo北部のMaz-
inga地方で略奪した牛で作った牛軍。この地方は Kigeri III Ndabarasaが征服し
たMubari王国（cf. 宇野 2011: 124, no. 29）の一部だった（d’Hertefelt & Coupez 
1964: 462）。この牛軍は秘典ではここにしか出てこない。
 33 ［765］「Bunyabungoから来た者たち（Inyabungo）」： Ndahiro II Cyamatareを殺
してルワンダを占領した Bunyabungo王国（Bushi、現コンゴ東部）に対する復
讐として、Bunyabungoの Ntsibura王と同盟した Bugara王国（ルワンダ北部～
ウガンダ南部）のMunanira王の息子 Nzira（cf. 宇野 2011: 121, no. 15）の牛を
Ruganzu II Ndoriが略奪して作った牛軍の名前。本当の名前は「ルワンダの牛た
ち」（Inka-i-Rwanda）だという（Kagame 1961: 18–19）。この牛軍は秘典ではこ
こにしか出てこない。
 34 ［775–778］「許嫁たちのミルク壺を満たす」：同様の準備が「火の道」117–118に
見える（d’Hertefelt & Coupez 1964: 58–59）。
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女たちの igicuba壺は、
全て満たされている、
宮廷で、あるいは Gasekeで 35。
［779–783: Nyabarongo川を渡る地点を占う］
渡河地点を占う。
［780］Imaanaの渡しか、Nzoviの渡し 36かを。
頭（umutwe）とバター（amavuta）で占う 37。
吉の場所を決めるのはバターの玉一つである。
Kinaniの渡しだけは占わない 38。
j.　水飼い儀礼場への旅（784–896）
［784–791: Mutara王の 1日目の移動、王都から Vugizaの Rubonaへ］
時間が来たら、
［785］Mutara王が行く。
 35 ［778］「宮廷で、あるいは Gasekeで」： 147–171では有力な八つのクランから女
子を一人ずつ集めた（宇野 2014: 142–143）。彼女たちが二手に分かれて宮廷と
Gaseke牛王祠で作業しているのか、それとも八人一組で二か所を移動して作業
しているのか、よくわからない。同じ疑問は、水飼い儀礼において彼女たちが二
つの儀礼場で牛乳を攪拌する際にも生じる（909–913, 974, 997–1005）。
 36 ［780］「Imaanaの渡し、Nzoviの渡し」：どちらも Nyabarongo川の渡し。Nzovi
は Ruyenzi山の東、Nyaruteejaの川上とされる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 
485）。Imaanaは Rukomaと Bumbogoの間としか情報がない（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 461）が、Mutaraの移動ルートから見て、Nzoviからあまり離れ
ていない場所と思われる。
 37 ［781］「頭とバターで占う」：頭の占いは、物を使わずに、インスピレーションだ
けで占う（Arnoux 1906: 50–51; Pauwels 1954: 357; Coupez et al. 2005: 2665）。
バターの占いは、家の敷地を選ぶ時などに使われる方法（Arnoux 1906: 53–54; 
Pauwels 1954: 343–344, et pl. VI; d’Hertefelt & Coupez 1964: 325–326）。
 38 ［783］「Kinaniの渡し」： Rukomaと Bumbogoの間の Nyabarongo川の渡しで、
Nyamagana川の河口近くのMuseenyi丘のふもとにある。今の Gitarama県の
Remeera（d’Hertefelt & Coupez 1964: 467; 宇野 2014: 124）。この渡しは、死者
に仕える Gasekeの儀礼家たちの一行が使うことが決まっているので、占わな
い。
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Vugizaの Rubona39で夜を過ごす。
彼に王権金鎚（50）と発火錐（49）を差し出す。
起臥太鼓（57）が鳴って、
王権太鼓（58）が入場し、
［790］王に差し出されるが、王は igihubiのリズム（135）で太鼓
を叩かず、
太鼓は棚に行く。
［792–801: Cyirimaのミイラの出発の儀礼］
Cyirimaが出発するとき、
二つの火を包装する。
一つは旅のあいだ Cyirimaのために維持する。
［795］もう一つは後庭に置く、
Bugongi40の水で消した後、
こう言いながら：「太鼓の上で Bushuubi（313）を苦しませること
が出来ますように。
太鼓の上で Burundiを苦しませることが出来ますように。
太鼓の上で Bunyabungo （314） を苦しませることが出来ますように。
［800］王に貢がない全ての国を、
太鼓の上で苦しませることが出来ますように。」
 39 ［786］「Vugizaの Rubona」： Ndugaの丘の名前。Nyundoと Bumbogoの北東約
15 km。秘典ではここにしか出てこない（d’Hertefelt & Coupez 1964: 487–488）。
王都がどこにあっても、水飼い儀礼に向かう王はこの Rubonaから出発したこと
になる。
 40 ［796］Bugongi： 不明の地名だが、次の呪文に合わせて、-gongeesh「うめかせ
る、苦しみの声をあげさせる」と語呂合わせしている。火を消すことは敵国の力
を殺ぐことに通じる。類似の儀礼は 310–333に見える。敵国の説明はその注を
参照。
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［802–806: Cyirimaの 3つの太鼓］
Gishyoza鼓 41が旅のあいだ王に朝晩の合図をする。
Banguhirubusa鼓 42が旅のあいだ彼のために首座につく。
Rugabo鼓（743）はMuseenyiに行く、Koobwa（230）の所に 43。
［805］その鼓がMuseenyiから連れ戻されるのは、Mutaraが、
牛たちのために君臨しに Gasekeに来るときである。
［807–820: Cyirimaの輿の運搬と宿泊の作法、1夜目の宿への移動］
輿は右肩に担いで歩く。
ingeseの仕切り壁（uruugi）を運んで、
家の入口（muryango）をふさぎ、
［810］穴を二つ開ける 44。
屋敷の入口（iirembo）にもう一つ仕切り壁を置き、
 41 ［802］「Gishyoza鼓」： Cyirima II Rujugiraの起臥太鼓で、「平定者」を意味する。
牛の王のミイラが Gasekeにいる間はその傍にいて、ミイラが Rutareに移動する
際はそれに随行し、次の牛の王が死ぬと Gasekeに戻る（Kagame 1963: 25; d’Her-
tefelt & Coupez 1964: 458）。（宇野 2014: 124で訳した「不敬の道」199行参照）。
 42 ［803］「Banguhirubusa鼓」： Ndahiro II Cyamatareの起臥太鼓で、「壊そうとし
ても見つけられない」を意味する（d’Hertefelt & Coupez 1964: 458）。
 43 ［804–806］「Rugabo鼓、Museenyi、Koobwa」：Museenyiは Gasekeの南約 27 
kmの Nduga（今の Gitarama県）の地名（d’Hertefelt & Coupez 1964: 473）。
Koobwaは宮廷儀礼家の序列第四位で、王権太鼓 Karingaの管理人。Rugabo鼓
は牛王祠のミイラに所属する太鼓。牛王のミイラが Gasekeにいる間は､ この太
鼓も Gasekeにいる（743）。遺骸が水飼い儀礼のため Gasekeを離れ、牛王祠の
主が不在になると、Rugabo鼓はMuseenyiの Koobwaリニジの所に行き、次の
牛王が死んでミイラが Gasekeに来るまで、Museenyiにとどまる（宇野 2014: 
124で訳した「不敬の道」194–195行および注 11参照）。
 44 ［808–810］「ingeseの仕切り壁で入口をふさぎ、穴を二つ開ける」： ingeseは真直
ぐ又は蔓状の枝をしたトウダイグサ科エノキグサ属の低木 Acalypha bipartia 
（Troupin 1983: II, 196; Coupez et al. 2005: 593）。ここの記述は、「不敬の道」
137–138行の「上記の家を ingeseの仕切り壁（uruugi）で閉じ／その壁に二つの
目（開口部）を作る」（宇野 2012: 76）とほぼ同じである。「不敬の道」では、王
（牛王でない王）の葬式において、王の遺骸を Rutare墓地に運んで墓家に埋葬し
たあと、墓家を ingeseの仕切り壁で封鎖するが、「水飼いの道」では、先代の牛
王のミイラを水飼い儀礼場に運ぶ際、夜中に輿で移動し、日中は輿を家（仮の墓
家）に入れて ingeseの仕切り壁で封鎖したのであろう。「不敬の道」は遺骸の運
搬法を特に説明していないが、牛王でない王の遺骸の運搬においても牛王と同様
の方法がとられた可能性があるだろう。
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穴を二つ開ける。
王宮外広場（kaarubanda）に着いたら 45、
輿を両肩で担ぐ。
［815］片方からもう片方へ、自由に変えながら。
道中では松明で照らす、
赤蟻の道と蛇の道を 46。
Rukomaの Taaba高原 47で停止する。
夜のあいだ歩き、
［820］夜が明け始めたら宿泊する。
［821–828: Mutara王の 2日目の移動、Rubonaから Ruhogoへ］
Mutaraは Rubona （786）を発って、
Mibiriiziの Ruhogo48で夜を過ごす。
そこに着くと、彼に王権金鎚を差し出し、
発火錐を差し出す。
［825］起臥太鼓が鳴って、
王権太鼓が入場し、
王に差し出されるが、王は igihubiのリズムで太鼓を叩かず、
太鼓は棚に行く。
 45 ［813］「王宮外広場（kaarubanda）に着いたら」：王宮外広場は王宮の囲いの外
周の空き地を指すが、ここではおそらく目的地である Gatsaataの水飼い儀礼場
に準備された宿舎（722）の囲いの外を指すのであろう。
 46 ［816–817］「道中では松明で照らす、赤蟻の道と蛇の道を」：この表現は、以後の
夜の旅の決まり文句として繰り返し出てくるが、意味は不明である（d’Hertefelt 
& Coupez 1964: 326–327に彼らの仮説が紹介されている）。
 47 ［818］「Rukomaの Taaba高原」： Gasekeから東北東に直線距離で約 12 km離れ
た地点。Taabaは「高原」を意味し、Rukoma北部の Remeera山頂、Bugoba山
頂、Murehe山頂の間に広がる高原を指す。今の Gitarama県の Remeera（d’
Hertefelt & Coupez 1964: 492）。この地名は秘典では他には出てこない。
 48 ［822］「Mibiriiziの Ruhogo」： Vugizaの Rubonaから北東に約 15 km離れた
Rukoma南部の地点（d’Hertefelt & Coupez 1964: 488）。
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［829–833: Cyirimaの 2夜目の移動、TaabaからNyarusangeへ］
日が暮れると、Cyirimaが発つ。
［830］道中では松明で照らす、
赤蟻の道と蛇の道を。
Rukomaの Nyarusange49に宿泊する。
各王はそれぞれ別の場所に二日泊る。
［834–836: Mutaraの 3日目の移動、RuhogoからGihiraの Rubonaへ］
Mutaraは Ruhogo（822）を発つ。
［835］Giharaの Rubona50で夜を過ごす。
Tsoobeの儀礼王 51の屋敷を召上げて。
［837–839: Nyabarongo川を渡る前の占い］
そこに着くと、彼は上記（212–217）の種を浸す、
上記（111）の umusumbaの小さな丸木舟形容器（-aato）に。
種が水飼い槽の中で開くかどうかで渡河の吉凶を占うために 52（858）。
 49 ［832］「Rukomaの Nyarusange」： Taabaから北西北に約 6キロの地点で、Ru-
koma北部の Ngamba丘陵の一部。今の Gitarama県 Remeera（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 482）。
 50 ［835］「Giharaの Rubona」： Rukoma東部の丘の名前。Nyabarongo川の西約四
キロメートル。今の Gitarama県 Kamonyi（d’Hertefelt & Coupez 1964: 486）。
 51 ［836］「Tsoobeの儀礼王」： Tsoobeの儀礼王の領地は Rukomaの Kinyambi（今
の Gitarama県 Kinyambi）を中心に、Bumbogo全域のほか、Rukoma、Buriiza、
Kibari（Ruhengeri）、Rukiga（Byumba）のそれぞれ一部に及んだ（Kagame 
1947: 367; Kagame 1963: 27; d’Hertefelt & Coupez 1964: 493）。
 52 ［839］「種が水飼い槽の中で開くかどうかで渡河の吉凶を占うために」：原文は
Ngo zizaagere mw iibuga zaasetse。これを d’Hertefelt & Coupezは「種を入れた
船形容器が Nyabarongo川を渡ってMuhimaの儀礼場にある水飼い槽まで達し
たら、種は吉であることを示す」と解釈している（1964: 135, 327）。しかし、何
かトリックを使わない限り、小舟が独りで Nyabarongo川を渡って、さらに
Nyabugogo川を遡ってMuhimaに達することは考えにくい。ここでは、トリッ
クはないという前提で、舟型容器＝水飼い槽と考えて解釈を試みた。
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［840–847: 棒とハエ払いの調達］53
［840］翌日、Tsoobeの人が行く、
RubonaのMukore54まで。
umukore55の棒を切りに、
umurama56のハエ払いを切りに。
彼は RundaのMuganzacyaro（6）に行く。
［845］umuganza57のハエ払いを切りに、
umuganzaの棒を切りに、
umucyuro58のハエ払いも。
［848–851: Cyirimaの 3夜目の移動、Nyarusangeから 「こちら側の
Nyundo」 へ］
夜、Cyirimaが出発する。
道中では松明で照らす、
［850］赤蟻の道と蛇の道を。
彼はこちら側の Nyundo59に泊まる。
 53 ［840–847］「棒（inkoni）とハエ払い（ibiziinzo）」：木の枝で作ったハエ払い（843, 
845, 847）を棒（842, 846）の先に付けて、水飼い儀礼の際に牛のハエ除けに使う
（946, 1027）。
 54 ［841］「RubonaのMukore」： Rukoma東部の地名。Giharaの Rubona（835）の
近く。今の Gitarama県 Kamonyi（d’Hertefelt & Coupez 1964: 472）。
 55 ［842］umukore： アオイ科の植物 Dombeya goetzenii SCHUMANNおよび
Dombeya kirkii MASTRES。高さは 20メートルに達する（Troupin 1983: 405）。
 56 ［843］umurama： イチジクの一種。あるいはシクンシ科ヨツバネカズラ属の
Combretum molle R. Br. ex G. Don （Troupin 1983: 532）。-ramに「長生きする」
の意味がある（Coupez et al. 2005: 1832）。民間医療では蛇にかまれたときの治
療薬の 1つとして使う（Lestrade 1955: 219–220）。
 57 ［845］umuganza： クスノキ科の植物 Ocotea michelsonii Robyns et Wilczek 
（Troupin 1978: 265）。
 58 ［847］umucyuro：マメ科に近いジャケツイバラ科の灌木 Cassia didymobotrya 
Fresen.（Troupin 1978: 390–391）。
 59 ［851］「こちら側の Nyundo」（Nyundo ya kuno）： Rukoma北部にある地名、今
の Gitaramaの Remeeraにあたる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 485）。
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［852–857: ハエ払いと棒の折半］
上記（843, 845, 847）のハエ払いと上記（842, 846）の棒を、
二分する。
同様に上記（202）の草束を分ける 60。
［855］半分は王のもとに残し、
半分は Cyirimaに見せに行く、
彼がこちら側の Nyundoに泊まっている所に。
［858: 渡河の占いの結果］
その間に上記（837–839）の占いは吉と分かる。
［859–875: Mutara一行の渡河］
そこで、Mutaraは出発する。
［860］霊たちが指定した上記（780）の渡しで、
上記（696）の舟を集める。
王は舟で行く。
彼の跡継ぎおよびその母親と一緒に。
王権太鼓は舟で行く。
［865］上記（769–770）の雄牛たちはその場で抑えておいて、
全ての雌牛を水に追い込む。
許嫁たちは舟で行く。
流された牛がいたら、
止って互いに待ち会う
［870］子供がまだ一人しかいない 61Abariiza（704）の女性たちが、
 60 ［854］「上記（202）の草束を分ける」：全国から集めた草（202）をMuhimaの
儀礼場用と Gatsaataの儀礼場用に分け、水飼い儀礼時に牛に寄って来る虫をい
ぶすために燃やす（948, 1028）。
 61 ［870］「子供がまだ一人しかいない女性」：まだ子供の死に遭遇したことがなく、
死の穢れに汚染していない、清浄な女性（d’Hertefelt & Coupez 1964: 328）。
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対岸にいて王に歓声を上げる。
王は舟を下り、大地を踏みしめる。
この渡しはタバコが渡ってはならない、
塩も、何らかの汚れた人間も 62。
［875］それらは Rubumba63の渡しを渡る。
［876–882: Mutaraの Bwima着］
次いで王は Nyamweruの Bwima64で夜を過ごす。
到着するとすぐ王に王権金鎚を差し出す。
発火錐を差し出す。
起臥太鼓を鳴らす。
［880］王権太鼓が入場し、
王に差し出されるが、王は igihubiのリズムで太鼓を叩かず、
太鼓は棚に行く。
［883–896: Cyirimaの渡河と「向う側のNyundo」泊］
夜になると、Cyirimaが出発する。
道中では松明で照らす、
［885］赤蟻の道と蛇の道を。
彼は Kinaniの渡しを渡る。
この渡しについては占わない（783）。
王（Cyirima）は儀礼家と一緒に舟で行く。
 62 ［873–874］「タバコ」「塩」：タバコも塩も輸入品で、不浄と見なされた（d’Her-
tefelt & Coupez 1964: 329/#873–874）。
 63 ［875］「Rubumba」： Rukoma東部と Bwanacyambweの間の Nyabarongo川の渡
しの名（d’Hertefelt & Coupez 1964: 488）。
 64 ［876］「Nyamweruの Bwima」： Bumbogo南部、Kigari山の北西の Nyamweru
の丘の一部で、今の Kigari県の Kanyinyaにあたる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 
452）。Nyamweruについては、704の Abariiza軍の注を参照。
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儀礼家の跡取り息子と、
［890］この息子の母親と一緒に。
王たちの遺骸管理者たち（abanyamugogo）は全てここで渡る。
王母たちの遺骸管理者たち（abagabekazi）も同様。
彼らの旅の牛たち（ingishywa）65やその他の人々は、
別の渡しを渡る。
［895］上流の Nketsi66の渡しを。
Cyirimaは向こう側の Nyundo67に泊まる。
k-1.　 一日目、Muhimaでの現牛王と王家有力リニジの水飼い儀礼 （897–993）
［897–908: Mutara王の BwimaからMuhimaへの移動］
翌朝、Mutaraは早く起き、
規則通りにMuhimaの水飼い場 68に行く。
彼は上記（49, 69）の王権槍 Rwamutaraを持つ。
［900］そして発火錐を身につける。
猿が先行する、
王権金鎚を持つ主殿のお付きたちといっしょに。
王が着くと王権金鎚を差し出す。
発火錐も差し出す。
［905］起臥太鼓が鳴る。
王権太鼓が入場し、
 65 ［893］「旅の牛たち（ingishywa）」：旅のあいだ毎日飲む牛乳を得るために旅に同
伴する雌牛。
 66 ［895］「Nketsiの渡し」： Rukomaと Bumbogoの間の Nyabarongo川の複数の渡
しの名。今の Gitarama県 Remeeraの Ngamba丘陵のふもとにある（d’Hertefelt 
& Coupez 1964: 477）。ここにしか出てこない。
 67 ［896］「向こう側の Nyundo」（Nyundo ya kurya）： Nyabarongo川の左岸（東岸）
の Bumbogo南部にある地名、現在の Kigariの Kanyinyaにあたる（d’Hertefelt 
& Coupez 1964: 485）。
 68 ［898］「Muhimaの水飼い場」： 704–716の注参照。
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王に差し出されるが、王は igihubiのリズムで太鼓を叩かず、
太鼓は棚に行く。
［909–913:許嫁たちによる牛乳の攪拌（Muhima、第一日）］69
王は上記（775）の全ての許嫁の攪拌器に牛乳を注ぐ、
［910］最初は王位継承予定者の母親から始める 70。
彼女たちは王の助けを借りて攪拌する。
彼女たちの兄弟（141–171）も助ける。
許嫁たちが去り、儀礼家たちが攪拌を続ける。
［914–917: 王の携帯物（Muhima、第一日）］
Tsoobeが王に王権槍 Rwamutaraを持たせる、
［915］象の尾の毛に通したのを 71。
彼は王の胴周りに、初穂で作った腰蓑（inyonga z umuganura）と、
水飼いが吉と占われた牛 72の心臓を吊り下げる。
［918–927: 種まき（Muhima、第一日）］
Tsoobeは二つの火を包装する。
彼は種袋、鍬、igicuba壺を取り、
 69 ［909–912］類似の儀礼が後出の Cyirima王の水飼い儀礼の初日（997–1006）に
も見られる。また、「火の道」163–173（d’Hertefelt & Coupez 1964: 60–63）、「即
位の道」860–862（宇野 2013: 113）も参照。
 70 ［910］「最初は王位継承予定者の母親から始める」：有力クラン出身の許嫁たちに
対する将来の王母の地位の卓越性を示す。
 71 ［915］「象の尾の毛に通した王権槍 Rwamutara」：同様の王権槍は次の Gatsaata
の水飼い儀礼における Cyirimaの持ち物としても出てくる（1008）。「不敬の道」
117、「即位の道」917で、象は王の体力の強さを象徴する（宇野 2012: 74）。「即
位の道」865–868では、新王の即位式後半の豊穣儀礼における新王の持ち物とし
て、ウサギの尻尾、象の尾の毛に通した Rwamutara槍、そして初物の腰蓑が挙
げられている（宇野 2013: 114）。
 72 ［917］「水飼いが吉と占われた牛」：牛を使った占いの記述は省略されている。お
そらく前日 Bwimbaで行われたのだろう。
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［920］上記（708）の掘り返した土の所に行く。
王は雑草を集める。王は Tsoobeに集めるよう命じる。
TsoobeはMumbogo（222）の子孫に集めるよう命じる。
Mumbogoの子孫はMyaka（223）の子孫に集めるよう命じる。
次いで王は二日目の種 73をまく。
［925］王は Tsoobeに二日目の種をまくよう命じる。
TsoobeはMumbogoの子孫に二日目の種をまくよう命じる。
Mumbogoの子孫はMyakaの子孫に二日目の種をまくよう命じる。
［928–943: 王と王家有力リニジの代表が泉から水を運ぶ（Muhima、第一日）］
Tsoobeは igicuba壺と火を持って、
王を先導する。
［930］Rwezangoro（705）の水飼い場に着くと、
王は泉に行く。
彼は igicuba壺を Tsoobeに投げて渡す 74。
TsoobeはそれをMugunga（161）の子孫 75に渡す。
Mugungaの子孫はそれをMunyiga（164）の子孫に渡す。
［935］Munyigaの子孫はそれを Cyambwe（167）の子孫に渡す。
彼らは igicuba壺を八回投げる。
 73 ［924］「二日目の種」：本来は一日目の播種への言及があるべきであるが、省かれ
ている。類似の播種儀礼が「即位の道」895–905に見え、そこでは一日目の播種
も記述されている（宇野 2013: 115–116）。
 74 ［932–936］「壺を渡す」：おそらく高い場所にある水飼い槽まで、泉から壺リレー
で水を運びあげる。
 75 ［933–935］「Mugungaの子孫、Munyigaの子孫、Cyambweの子孫」：王家 Nyig-
inyaクランのリニジの代表として挙がっていると思われるが、彼らは 161–169
で選ばれた各リニジの「許嫁」の兄弟かもしれない。d’Hertefelt & Coupez 1964: 
330は、彼らに加え、932–933の Tsoobeも 158–160の「許嫁」の兄弟かもしれ
ないと言う。しかし、この Tsoobeには「子孫」という言葉は付かず、940では
王に代わる役割を果たすので、これまで王を補佐して儀礼をリードしてきた筆頭
儀礼家の Tsoobeと考えておく。
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九回目に王は壺を持って泉から離れる 76。
彼の uburezi（989, 1018, 1057）77とともに。
王は泉には戻らない。
［940］壺を投げにそこに行くのは Tsoobeだ。
TsoobeはそれをMugungaの子孫に渡す。
Mugungaの子孫はそれをMunyigaの子孫に渡す。
Munyigaの子孫はそれを Cyambweの子孫に渡す。
［944–960: Mutara王の雌牛と雄牛の水飼い（Muhima、第一日）］
槽が水で一杯になったとき、
［945］王の跡継ぎが、
上記の棒とハエ払い（842–847）を取り、
雌牛たちを呼びに行く。
上位の儀礼家たち（abiiru bakuru）は残り、
水飼い場で上記（202, 854）の草束を使って牛のために火をおこす
（-caanir）。
［950］上記の跡継ぎは雌牛たちを水飼い槽に呼ぶ。
雌牛は八頭ずつ来る。
九頭目に雄牛が来る 78。
跡継ぎは最初の組と一緒に来る。
 76 ［939］「九回目に王は壺を持って泉から離れる」：九は吉数。王は九回で水運びを
やめ、後は Tsoobeたちに運ばせる。
 77 ［938］uburezi: Coupez等の辞書によると、-rezi 14には A）祖先の霊への供物と
して火に投じるシコクビエの穀粒、B）kumara urubaanza儀礼で Ryangombeに
供犠された牛の第一胃の内容物、という二つの意味がある（Coupez et al. 2005: 
1923； cf. d’Hertefelt & Coupez 1964: 428）。「即位の道」258にも出てくるが、即
位式での用途は不明である（宇野 2013: 102）。d’Hertefelt & Coupez （1964: 
330/#938）は、917行目に出てきた「占いで水飼いについて吉兆が読み取られ
た」牛の胃から採取したものではないかと推測している。
 78 ［951–952］「雌牛は八頭、雄牛は一頭」：合計九頭ずつの吉数の組を作らせる。
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槽に到達する前に、
［955］彼は道より高い所に移り、
上記の棒と上記のハエ払いを、
王に差し出す。
王は自分で自分の牛のハエを追う。
というのも、上記の跡継ぎは王の牛を水飼いしない。
［960］彼は Kigeriの王号で即位するのだから 79。
［961–970: 王と王家有力リニジの雄牛の水飼い（Muhima、第一日）］
Mutara王の雄牛が水を飲みに行く、
雄牛は飲み、水飼い場から離れる。
Tsoobeたちの雄牛が水を飲みに行く、
雄牛は飲み、水飼い場から離れる。
［965］Mugungaの子孫たちの雄牛が水を飲みに行く、
雄牛は飲み、水飼い場から離れる。
Munyigaの子孫たちの雄牛が水を飲みに行く、
雄牛は飲み、水飼い場から離れる。
Cyambweの子孫たちの雄牛が水を飲みに行く、
［970］雄牛は飲み、水飼い場から離れる。
［971–980: バターを集める（Muhima、第一日）］
Tsoobeが種袋（919）を持つ。
彼は鍬 （919） と igicuba壺 （919） を持ち、一行は水飼い場を離れる。
王の仮宮 （708） に着くと、
牛乳を攪拌した上記（909）の全ての許嫁たちの
［975］バターの塊を igicuba壺に入れる、
 79 ［960］「Kigeriの王号で即位する」： Kigeriは牛王ではない（戦争の王である）から、
牛を連れてくる手伝いはしても、牛に水を飲ませること（牛王の仕事）はしない。
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王位継承予定者の母親の壺に。
王は王座に座る。
Tsoobeが王に種袋を差し出す。
彼はまた鍬を差し出す。
［980］彼はまた igicuba壺を差し出す。
［981–986: 搾乳と牛の豊穣の呪文（Muhima、第一日）］80
「尊敬すべき者たち」（121, 764, 770, 776）が入場し、厳粛に差し出
される。
Heeka（62, 377, 379, 1050）81が搾乳し、牛乳を差し出す。
王が同じ壺に搾乳して一杯にする。
一行は言う：「あなたがルワンダを牛で満たすことが出来ますように、
［985］あなたがルワンダを牛乳で満たすことが出来ますように、
あなたがルワンダを王で満たすことが出来ますように。」
［987–993: 王の行為（Muhima、第一日）］82
王は上記（982–983）の牛乳とともに家に入り、
座って彼の雌牛の乳を飲む。
彼は上記（938）の ubureziと上記（975）のバターの塊にさわる。
 80 ［981–986］「搾乳と牛の増殖の呪文」：同様の豊穣儀礼が川の北側でも Cyirima
王の儀礼家によって行われる（1050–1055）。「火の道」238–243にも見える（d’
Hertefelt & Coupez 1964: 64–65）。「即位の道」1036–1038は搾乳だけで、呪文が
省かれている（宇野 2013: 124）。
 81 ［982］Heeka： Zigaabaクランのツチのリニジで、その長は宮廷儀礼家の序列で
第三位を占め、王朝創始者 Gihangaが所有した牛の直接の子孫とされる Insanga
牛軍を管理した。Heekaの儀礼家は、牛軍「尊敬すべき者たち」の王権雄牛を育
てて即位させ、王宮建設地に最初の鍬を入れる役目を負った。その住まいは Ru-
koma東部のMuganzacyaro（今の Gitarama県）にあった（Kagame 1947: 369; 
Kagame 1961: 12–13; Kagame 1963: 15–18; d’Hertefelt & Coupez 1964: 458）。
 82 ［987–993］「王の行為」： 同様の豊穣儀礼が、このあと 1056–1060、「火の道」
244–254（d’Hertefelt & Coupez 1964: 64–65）、「即位の道」1039–1043（宇野
2013: 124）でも行われる。990の「彼の妻」は世子の母親を指すと思われる（d’
Hertefelt & Coupez 1964: 331）。
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［990］彼の妻と彼はそれを互いに塗り合い、王は行為をする。
彼は家から出てくる。彼が外に出ると、
彼の父方オジの娘（172）が歓声を上げる。
彼女には雌の仔牛に授乳している一頭の雌牛を褒美に与える。
k-2.　 一日目、Gatsaataでの前牛王と過去王たちの水飼い儀礼（994–1060）83
［994–996: Cyirimaの代理としてのGaseke儀礼家（Gatsaata、第一日）］
Nyabugogo川の向こう（北側）の Gatsaata（718）では、
［995］Gasekeの儀礼家が水飼いに行く 84。
Gishyoza鼓（802）が彼に挨拶する 85。
［997–1006: 過去の王たちの許嫁による牛乳の攪拌（Gatsaata、第一日）］
彼は上記（775）の許嫁たちの攪拌器に牛乳を注ぐ、
彼の跡取り息子の母 86から始める。
（Kigeri III）Ndabarasa王 87の許嫁 88が牛乳を受取る。
 83 ［994–1060］「一日目の Cyirima王祠の儀礼家による水飼い儀礼（Gatsaata）」：
897–993行の「一日目のMutara王の水飼い儀礼（Muhima）」にほぼ対応する儀
礼が行われる。
 84 ［995］「Gasekeの儀礼家が水飼いに行く」： Cyirima王の代理として王祠の儀礼家が
水飼い儀礼を行う。日中に行うのか、日没後なのか、ここには明記されていない。
 85 ［996］「Gishyoza鼓が彼に挨拶する」：儀礼家は Cyirima王の代理だから、太鼓
は Cyirimaに挨拶するように彼に挨拶する。
 86 ［998］「Gasekeの儀礼家の跡取り息子の母」：Muhimaの儀礼におけるMutara王
の世子の母親（910）に対応する。儀礼家の妻は儀礼家の主人（Cyirima）の許
嫁（妻）と見なされるので、他の王の許嫁たちの先頭に来る（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 333/#998）。
 87 ［999–1001］「Ndabarasa王、Sentaabyo王、Gahindiro王」：本来なら四世代ごとに行
われる水飼い儀礼に参加する過去王は、前回の水飼い儀礼を行った牛王の子、孫、曾
孫（現牛王から見ると父、祖父、曽祖父）の三代である。Ndabarasa王、Sentaabyo
王、Gahindiro王は、前牛王Mutara II Rwogeraの父、祖父、曽祖父であるから、も
しMutara II Rwogeraが規則通り水飼い儀礼を行えていたら、その時の儀礼に登場し
たはずである。しかし 737行注で述べたように、Mutara II Rwogeraが水飼い儀礼を
行わずに死んだため、Ndabarasa、Sentaabyo、Gahindiroはいわば居残りをさせら
れ、次の牛王Mutara III Rudahigwaの水飼い儀礼に加わることになった。
 88 ［999–1004］「六人の過去王の許嫁」：本来なら過去王は三人だから、許嫁も三人
で済むが、今回は六人いる。儀礼が日中にMuhimaと並行して行われる場合、
八人しかいない許嫁をどう使うのか、よくわからない。778行の注も参照。
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［1000］（Mibambwe III）Sentaabyo王の許嫁が牛乳を受取る。
（Yuhi IV）Gahindiro王の許嫁が牛乳を受取る。
（Mutara II）Rwogera王 89の許嫁が牛乳を受取る。
（Kigeri IV）Rwabugiri王 90の許嫁が牛乳を受取る。
（Yuhi V）Musinga王の許嫁が牛乳を受取る。
［1005］女性たちは攪拌器を置いて出て行く。
儀礼家たちは家に残って攪拌する。
［1007–1009: 儀礼家の出発、Cyirimaの持ち物（Gatsaata、第一日）］
Gasekeの儀礼家は出発する 91、
象の尾の毛（915）に通した王権槍 Rwacyirima92を彼の主人（Cyiri-
ma）の上に置いてから。
 89 ［1005］「Rwogera王」：このMutara II Rwogera王は水飼い儀礼を実施できずに
亡くなった四代前の牛王。もし彼が水飼い儀礼を実施して、死後 Gasekeの牛王
祠に祀られていたら、今回の水飼い儀礼では彼のミイラが Gatsaataの水飼い儀
礼の主役になっていたはずである。水飼い儀礼を行わずに死んだ牛王の葬式につ
いては何もわからないが、Mutara IIは Rutareに葬られたと言われ（Van Noten 
1972: 19）、通常の王に準じた葬式が行われたのではないかと思われる。ここの
記述を見ても、牛王として何か特別扱いされず、他の王なみの扱いを受けてい
る。
 90 ［1006–1007］「Rwabugiri王、Musinga王」： 1950年代の「水飼いの道」のテキ
ストが想定していた次回水飼い儀礼実施予定者の牛王Mutara III Rudahigwa （在
位 1931–1959）から見て三代の祖先と言うと、父 Yuhi V Musinga（在位 1896–
1931）、伯父Mibambwe IV Rutarindwa（在位 1895–1896）、祖父 Kigeri IV 
Rwabugiriであるが、伯父 Rutarindwaは父Musinga派のクーデタで殺され、王
家の系譜から抹殺された（この抹殺については宇野 2007参照）。そのため、こ
こでは Rudahigwaの祖先として二代しか出てこない。
 91 ［1007–1009］「Gasekeの儀礼家は出発する」：これ以前に「向こう側の Nyundo」
からの Cyirimaの移動が書かれていないので、ここの記述は「向こう側の
Nyundo」の宿に Cyirimaを残して、Gasekeの儀礼家だけが Gatsaataに行くよ
うにみえるが、722で Cyirimaの宿舎を Gatsaataに作ってあるので、Cyirimaも
その宿までは来ているとも考えられる。いずれにせよ、1043以下に見えるよう
に、水飼いが終ると「向こう側の Nyundo」に戻って豊穣儀礼が続けられる。
 92 ［1008］「王権槍 Rwacyirima」： Cyirimaの王号に由来する王権槍の名前。象の尻
の毛については 915行の注を参照。
―136―
ウサギの尻尾 93はというと、Cyirimaがいつも持っている。
［1010–1024: 過去の王たちの儀礼家が水を運ぶ（Gatsaata、第一日）］
［1010］Gasekeの儀礼家が最初に泉に行く。
彼は水を汲み、壺を Ndabarasa王の儀礼家 94に差し出す。
Ndabarasa王の儀礼家はそれを Sentaabyo王の儀礼家に渡す。
Sentaabyo王の儀礼家はそれを Gahindiro王の儀礼家に渡す。
Gahindiro王の儀礼家はそれを Rwogera王の儀礼家に渡す。
［1015］Rwogera王の儀礼家はそれを Rwabugiri王の儀礼家に渡す。
Rwabugiri王の儀礼家はそれをMusinga王の儀礼家に渡す。
上記（1010）の儀礼家はこうして壺を九回投げる。
九回目、彼は uburezi（938）を持って泉を去る。
Ndabarasa王の儀礼家が泉に行き、
［1020］水を汲んで壺を Sentaabyo王の儀礼家に渡す。
Sentaabyo王の儀礼家はそれを Gahindiro王の儀礼家に渡す。
Gahindiro王の儀礼家はそれを Rwogera王の儀礼家に渡す。
Rwogera王の儀礼家はそれを Rwabugiri王の儀礼家に渡す。
Rwabugiri王の儀礼家はそれをMusinga王の儀礼家に渡す。
［1025–1035: Cyirimaの雌牛と雄牛の水飼い（Gatsaata、第一日）］
［1025］槽が水で一杯になったら、
Gasekeの儀礼家の跡取り息子は、
上記の棒と上記のハエ払い（842–847, 852）を持つ。
 93 ［1009］「ウサギの尻尾」：ウサギは機知に富み、王の軍事的機能の象徴とされる。
「不敬の道」64では、王の遺骸を Rutare墓地に運ぶ際、「死体の上にウサギの
しっぽを置く」とある（宇野 2012: 69）。
 94 ［1011］「Ndabarasa王の儀礼家」：彼は、Cyirimaのミイラの代理である Gaseke
の儀礼家を補佐し、Muhimaの儀礼場における Tsoobeの儀礼家に対応する役割
を Gatsaataで果たしている。
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儀礼家たちは水飼い場で上記（202, 854）の草束を使って牛のため
に火をおこす（948）。
Gasekeの儀礼家の息子は、待っている雌牛たちを水飼い場に呼び
に行く。
［1030］彼は八頭の雌牛の列とともに到着する。
雄牛が九頭目だ。
雌牛たちが槽に到達しようとするとき、
彼は高い所に移り、
棒とハエ払いを父に差し出す 95。
［1035］父は Cyirima王の牛のハエを追う。
［1036–1041: 過去の王たちの雄牛の水飼い（Gatsaata、第一日）］
Ndabarasa王の雄牛が水を飲み、水飼い場から離れる。
Sentaabyo王の雄牛が水を飲み、水飼い場から離れる。
Gahindiro王の雄牛が水を飲み、水飼い場から離れる。
Rwogera王の雄牛が水を飲み、水飼い場から離れる。
［1040］Rwabugiri王の雄牛が水を飲み、水飼い場から離れる。
Musinga王の雄牛が水を飲み、水飼い場から離れる。
［1042–1049: バターを集める（Gatsaata、第一日）］
Ndabarasa王の儀礼家が igicuba壺を持つ。
一行は水飼い場を離れ、向こう側の Nyundoに行く。
 95 ［1034］「棒とハエ払いを父に差し出す」： Gasekeの儀礼家の跡取り息子の行動は
Muhimaでの王位継承予定者の行動と相似している。水飼い儀礼後、父の儀礼
家は Cyirimaに随行して Rutareに行き、Cyirimaの墓家を守るだろうが、おそ
らく跡取り息子は、Mutaraが死んだ時に遺骸をMusekeでミイラにして Joma
に行き、王位継承者が即位して Kigeri王となって Nyabarongo川を西に渡る時、
跡取り息子はMutaraのミイラと共に Kinaniの渡しで川を渡って Gasekeの牛王
祠に行くのではなかろうか。
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到着すると、上記 （775–776） の igicubaの壺に入れたバターの塊を 96、
［1045］Gasekeの儀礼家の跡取り息子の母親の壺に集める。
Gasekeの儀礼家が到着すると、
家の入口の王座に座る。
Ndabarasa王の儀礼家が igicuba壺を彼に差し出す。
Gasekeの儀礼家はそれを彼の主人に差し出す。
［1050–1055: 搾乳と牛の豊穣の呪文（Gatsaata、第一日）］
［1050］Insanga牛軍 97が入場し、Heeka（62, 377, 379, 982）が搾乳
する。
彼が牛乳を差し出すと、
Cyirima王の儀礼家が壺を満たす。
こう言いながら：「あなたがルワンダを牛で満たすことが出来ます
ように、
あなたがルワンダを牛乳で満たすことが出来ますように、
［1055］あなたがルワンダを王で満たすことが出来ますように。」
［1056–1060: Gaseke儀礼家の行為（Gatsaata、第一日）］
彼は上記（1050–1052）の牛乳を持って家に入り、
その主人に uburezi（938）を塗り始める。
次に後ろに戻って上記のバターの塊に触る。
彼の妻も触り、二人で互いに塗り合う。
 96 ［1044］「上記の igicubaの壺に入れたバターの塊」： igicuba壺にバターを入れる
作業は上に出て来ないが、775–776で igicuba壺に入れた牛乳を 997–1004で攪
拌機に移して作ったバターを igicuba壺に入れてあったのであろうか。
 97 ［1050］「Insanga牛軍」： 982のHeekaの注を参照。「水飼いの道」で出てくるの
はここだけ。
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［1060］次いで彼は行為をし 98、外に出る。
l-1.　 二日目、Muhimaでの現牛王と王家有力リニジの水飼い儀礼（1061–
1079）
［1061–1064: 死者の姿で眠ったMutara王（Muhima、二日目）］
ところで、こちら側（Nyabugogo川の南側）のMuhimaでは、
王は上記（126, 207）の牛皮の衣の中で眠る 99。
翌日、彼は再開する。
しかし泉には行かない。
［1065–1070: 王家有力リニジの代表が水を運ぶ（Muhima、二日目）］
［1065］そこに行くのは Tsoobeだ。
そして彼は壺をMugungaの子孫に渡す。
Mugungaの子孫はそれをMunyigaの子孫に渡す。
Munyigaの子孫はそれを Cyambweの子孫に渡す。
Cyambweの子孫はそれを槽に注ぐ。
［1070］槽が一杯になるまで水を汲む。
 98 ［1060］「次いで彼は行為をし」：前出 989–990のMutara王とその妻が uburezi
とバターを塗りあって行為をしたことに対応して、ここの儀礼家とその妻の行為
は Cyirima王とその許嫁（あるいは妻）の行為を象徴している。
 99 ［1062］「王は牛皮の衣の中で眠る」：王の体を牛皮の衣で覆う他の例としては、
「不敬の道」69で、王の遺骸を燻蒸した後、Rutareの墓地に運ぶ際、牛軍「尊敬
すべき者たち」の雄牛の皮で遺骸を包むことになっていた（宇野 2012: 69）。
Muhimaで王が被って寝る皮も、121–144で牛軍「尊敬すべき者たち」の雄牛か
ら剥いだものである（宇野 2014: 140–141）。この二つが関連付けうるとしたら、
Mutaraは死んだ王の真似をしたことになる。これは、水飼い儀礼の中に王の葬
式・即位式の要素が内包されているというテキストの特徴（宇野 2014: 123）か
ら見て、ありうることである。解釈としては、d’Hertefelt & Coupezによれば、
これは水飼い儀礼で CyirimaとMutaraに見られる並行関係の表れの一つで、
Mutaraは Cyirimaを真似たのだと言う（1964: 335）。もう一つの可能性として
考えられるのは、このMutaraは先代のMutara、つまり母親のわがままのため
に水飼い儀礼を行わずに死んだMutara II Rwogeraと一体化して儀礼を主宰して
いることを表現しているのではないか。この場合、皮衣の記述は一度限りの挿話
ということになる。
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［1071–1079: 王と王家有力リニジの雄牛の水飼い（Muhima、二日目）］
Mutara王の雄牛が水を飲みに行く。
Tsoobeたちの雄牛が水を飲みに行く。
Mugungaの子孫たちの雄牛が水を飲みに行く。
Munyigaの子孫たちの雄牛が水を飲みに行く。
［1075］Cyambweの子孫たちの雄牛が水を飲みに行く。
Byinshiの子孫たち 100の雄牛が水を飲みに行く。
この最後の牛はその主人共々殴打されるが、
主人の血が流れることはない。
Mutaraは水飲み場を去り、igicuba壺を受取る。
l-2.　 二日目、Gatsaataでの前牛王と過去王たちの水飼い儀礼（1080–1098）
［1080–1088: 過去の王たちの儀礼家が水を運ぶ（Gatsaata、二日目）］
［1080］川向こう（Nyabugogo川の北側）の Gatsaataでも、
Gasekeの儀礼家が再開する。
しかし彼は泉に行かない。
Ndabarasa王の儀礼家が泉に行き、
Igicuba壺を投げ、それを Sentaabyo王の儀礼家に渡す。
［1085］Sentaabyo王の儀礼家はそれを Gahindiro王の儀礼家に渡す。
Gahindiro王の儀礼家はそれを Rwogera王の儀礼家に渡す。
Rwogera王の儀礼家はそれを Rwabugiri王の儀礼家に渡す。
Rwabugiri王の儀礼家はそれをMusinga王の儀礼家に渡す。
 100 ［1076］「Byinshiの子孫」： Yuhi II Gahima王（Ndabarasaから数えて九代前）の
息子 Bamaraの息子 Byinshiの子孫の王家リニジ（Delamas 1950: 47）。Bamara
は亡命中の Ruganzu II Ndoriの殺害を企てて逆に殺され、Byinshiが跡を継いだ
が、彼も Ndoriに殺された（Kagame 1972: 97, 99）。この二日目の行事は、通常
の王の即位式（「即位の道」1086）で、Bynshiの子孫が王家への裏切り者の代表
として儀礼的裁判にかけられ、血を流さずに打たれることと対応している（宇野
2013: 127）。
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［1089–1098: 過去の王たちの雄牛の水飼い（Gatsaata、二日目）］
Cyirima王の雄牛が水を飲みに行く。
［1090］彼は飲み、水飼い場から離れる。
Ndabarasa王の雄牛が水を飲みに行き、水飼い場から離れる。
Sentaabyo王の雄牛が水を飲みに行き、水飼い場から離れる。
Gahindiro王の雄牛が水を飲みに行き、水飼い場から離れる。
Rwogera王の雄牛が水を飲みに行き、水飼い場から離れる。
［1095］Rwabugiri王の雄牛が水を飲みに行き、水飼い場から離れる。
Musinga王の雄牛が水を飲みに行き、水飼い場から離れる。
Ndabarasa王の儀礼家は igicuba壺を持って水飲み場を去る。
一行は戻り、Ndabarasa王の儀礼家は壺をGasekeの儀礼家に差し出す。
m-1.　  三日目、Muhimaでの王母クランの水飼い儀礼（1099–1109）
［1099–1105: 現在の王クランの有力リニジ代表が水を運ぶ（Muhima、三日目）］
こちら側（Nyabugogo川の南側）のMuhimaでは、翌日、
［1100］Mutara王は王母クラン（ibibanda）101のために水飼いをする。
自分では泉に行かず、Tsoobeが行き、
壺をMugungaの子孫に渡す。
Mugungaの子孫はそれをMunyigaの子孫に渡す。
Munyigaの子孫はそれを Cyambweの子孫に渡す。
［1105］槽が一杯になるまで水を汲む。
 101 ［1106–1109］「王母クラン（ibibanda）」：王母（umugabekazi）になるべき（つま
り次代の王を生むべき）女性を王家に嫁がせる権利を持ったクラン。1950年代
当時の王母クランは Ega, Kono, Ha, Geseraの四つだった。王母および王母クラ
ンに関して詳しくは宇野 2007参照。
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［1106–1109: 現在の王母クランの雄牛のための水飼い儀礼 （Muhima、三日目）］
雄牛たちを水飲み場に呼ぶ。Mutara王は Egaクランの雄牛に水を
飲ませる。
彼は Konoクランの雄牛とHaクランの雄牛に水を飲ませる。
彼は Geseraクランの雄牛と Rwesero102の雄牛に水を飲ませる。
一行は水飲み場を去り、igicuba壺を王に差し出す。
m-2.　  三日目、Gatsaataでの過去の王母たちの水飼い儀礼（1110–1124）
［1110–1118: 過去の王たちの儀礼家が水を運ぶ（Gatsaata、三日目）］
［1110］向こう側（Nyabugogo川の北側）の Gatsaataでも、
Gasekeの儀礼家が王母たち（abagabekazi）のために水飼いする。
彼は泉には行かない、Ndabarasa王の儀礼家が泉に行き、
壺を Sentaabyo王の儀礼家に渡す。
Sentaabyo王の儀礼家はそれを Gahindiro王の儀礼家に渡す。
［1115］Gahindiro王の儀礼家はそれを Rwogera王の儀礼家に渡す。
Rwogera王の儀礼家はそれを Rwabugiri王の儀礼家に渡す。
Rwabugiri王の儀礼家はそれをMusinga王の儀礼家に渡す。
槽が一杯になるまで水を汲む。
 102 ［1108］「Rwesero の雄牛」： Rweseroは Kigeri III Ndabarasaの王母ないし継王母
で、Geseraクラン出身である（Kagame 1959: 22; Kagame 1972: 153; d’Hertefelt 
& Coupez 1964:491）。直前に王母クランとしての Geseraクランの雄牛が挙げら
れているので、この「Rwesero の雄牛」も王母クランの雄牛の資格で登場すると
すると、Geseraの牛が重複していることになる。他方、三日目の Gatsaata儀礼
場における過去の王母たちの雄牛の水飼い儀礼（1119–1124）には Kigeri III 
Ndabarasaの王母としての Rweseroの雄牛が欠場している。d’Hertefelt & 
Coupez（1964: 491）はMuhimaの儀礼場の雄牛の数と Gatsaataの儀礼場の雄
牛の数の不均衡（4対 6）を調整するためだったのではないかと言うが、それは
Muhima : Gatsaata＝現在 ： 過去という基本的対立から逸脱する上に、他のケー
スでは不均衡を是正する措置は取られていないので、疑問は残る。
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［1119–1124: 過去の王母たちの雄牛の水飼い（Gatsaata、三日目）］103
（Nyiramibambwe III）Nyiratamba104の雄牛が水を飲みに行き、水
飼い場から離れる。
［1120］（Nyirayuhi IV）Nyiratunga105の雄牛が水を飲みに行き、水
飼い場から離れる。
（Nyiramavugo II）Nyiramongi106の雄牛が水を飲みに行き、水飼い
場から離れる。
（Nyirakigeri IV）Murorunkwere107の雄牛が水を飲みに行き、水飼
い場から離れる。
（Nyirayuhi V）Kanjogera108の雄牛が水を飲みに行き、水飼い場か
ら離れる。
一行は水飲み場を去り、Ndabarasa王の儀礼家は igicuba壺を Gas-
 103 ［1119–1124］「過去の王母たち」：以下に出てくる過去の王母たちは、前出の過
去の王たちと同様、1950年代の「水飼いの道」のテキスト採集時に在位してい
た牛王Mutara III Rudahigwa （在位 1931–1959）から見ての「今は亡き王母た
ち」である。テキストに登場する最も古い王は前々牛王 Cyirima II Rujugira
（Gaseke儀礼家が代理）であるが、彼の王母 Nyiracyirima II Kirongoroは、彼
が現役牛王として実施した前回の水飼い儀礼に最も新しい過去の王母として参加
したはずだから、このテキストにはもう出て来ない。また、彼の妻で、Kigeri III 
Ndabarasaの王母である Nirakigeri III Rwesero（Gaseke儀礼家の妻が代理）の
雄牛は、1108注で見たように、なぜかMuhimaの儀礼場に回されているので、
ここには出て来ない。その後の五代の王母たちが 1119–1123に登場するが、最
後のMusingaの王母 Kanjogera（1123）の次に、現牛王Mutara III Rudahigwa
の王母 Nyiramavugo III Kankazi（Egaクラン出身）が、最終的には加わる。つ
まり、彼女は 1950年代にはまだ亡くなっていなかったのでテキストには出てこ
ないが、規定上、水飼い儀礼は王母の死後に行われるから、彼女は儀礼実施時に
は最も新しい「今は亡き王母」として登場する予定だったはずである。なお、実
際には、彼女は王＝息子より長生きした。
 104 ［1119］「（Nyiramibambwe III）Nyiratamba」：Mibambwe III Sentaabyoの王母
（Egaクラン出身）。
 105 ［1120］「（Nyirayuhi IV）Nyiratunga」： Yuhi IV Gahindiroの王母（Egaクラン
出身）。
 106 ［1121］「（Nyiramavugo II）Nyiramongi」：前牛王Mutara II Rwogeraの王母
（Egaクラン出身）。
 107 ［1122］「（Nyirakigeri IV）Murorunkwere」： Kigeri IV Rwabugiriの王母（Kono
クラン出身）。
 108 ［1123］「（Nyirayuhi V）Kanjogera」： Yuhi V Musingaの王母（Egaクラン出
身）。
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ekeの儀礼家に差し出す。
n.　  最終日のMuhimaとGatsaataにおける水飼い儀礼 （1125–1128）
［1125–1127: 前日の水飼い儀礼の反復］
［1125］翌日、（Nyabugogo川の）こちら側と向こう側で、
諸王母クランのためと過去の王母たちのために水飼いを再開する。
こちら側と向こう側で、回数（imirambi）は八 109。
［1128: 王母の帯を埋める］
過去の王母たちの帯を Gatsaataに埋める 110。
o.　前牛王は Rutare墓地へ、現牛王はMuganza宮へ（1129–1163）
［1129–1130: 現牛王は Bwimaで前牛王を見送る］
この日、Mutara王は Bwima（876）で夜を過ごし 111、
［1130］そこから祖先（seekur）を見送る（akarindira）112。
［1131–1148: 前牛王は Rutareに向けて出発する］
夜になると、祖先が出発する。
道中では松明で照らす、
赤蟻の道と蛇の道を。
 109 ［1127］「回数は八」：八も吉数。
 110 ［1128］「過去の王母たちの帯を Gatsaataに埋める」：過去の王母たちの帯は、彼
女たちの死後、宮廷儀礼家の序列第八位の Kuna家が保管した。一般に女性の帯
は彼女の子孫たちの崇敬の対象で、王家もこの信仰を保持していた（Kagame 
1947: 372）。
 111 ［1129］「Mutaraは Bwimaで夜を過ごし」：Mutaraは Nyabugogo川を北に渡っ
て Nyamweruの Bwimaに戻って、そこに三日留まる。
 112 ［1130］「そこから祖先（seekur）を見送る（akarindira）」： seekuruは「彼の祖
父、父方大オジ、最初の祖先（始祖）」（Coupez et al. 2005: 2119）で、Cyirimaを
指すと考えられる。-rind-は「待つ；監視する、見守る、保護する」（Coupez et 
al. 2005: 1942）。Cyirimaは BwimaでMutara王と合流するわけではなく、Ru-
tareに向かう最後の旅で Bwimaのどこか北方を通っただけであろう。
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一行は Bugaragara丘 113に泊まり、
［1135］次の昼をその同じ場所で過ごす。
夜になると、出発する。
道中では松明で照らす、
赤蟻の道と蛇の道を。
一行は Remeera丘の Ngombe114に泊まり、
［1140］次の昼をその同じ場所で過ごし、夜になると、出発する。
そして Gitambi丘 115に泊まる。
Rutareに至る雄牛の橋 116は、
既に完成している。
Nyaatwaたち 117に宣誓薬 118を送る。
 113 ［1134］「Bugaragara丘」： Bumbogo南部の Nyabarongo川の川岸に近い丘の名
前（d’Hertefelt & Coupez 1964: 449）。Cyirimaの一行は Batsaataから西に数キ
ロ進んだことになる。川でいうなら、Nyabugogo川を南西に下って Nyabarongo
川に出てから、Nyabarongoを北西に数キロ溯った位置になる。
 114 ［1139］「Remeera丘の Ngombe」： Bugaragara丘の北約 15 kmにある Buriiza地
方の Remeera丘の一部で、今の Kigari県のMurambi方面にあたる（d’Hertefelt 
& Coupez 1964: 477）。
 115 ［1141］「Gitambi丘」： Remeeraの Ngombeの東約 15 kmにある Buriiza地方の
丘の名前で、東北に川を渡れば Rutareに至る。今の Kigari県の Kinyanza方面
にあたる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 458）。
 116 ［1142］「Rutareに至る雄牛の橋」： Rutareは今の Buganza省の Rutare山と複数
の丘を包含する地域で、Muhazi湖の北西にある。「雄牛の橋」は、Gitambiから
Rutareに流れるMwage川にかけられた橋ではないかといわれるが、名前の由来
等は不明である（d’Hertefelt & Coupez 1964: 336/#1142）。
 117 ［1144］「Nyaatwaたち」： Rutare王墓を管理する儀礼家集団（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 483）。「不敬の道」184（宇野 2014: 123）参照。
 118 ［1144］「宣誓薬」：魔法の宣誓薬（igihango）は、ルワンダの儀礼家、宮廷職員、
役人、軍人などが職務への忠誠を宣誓して飲まされた薬で、違反したら薬が効い
て健康被害に見舞われると信じられた（Pagès 1933: 471–472; Kagame 1947: 366
（儀礼家に関して）； Kagame 1952: 56 note 31（スパイに関して）； de Lacger 
1961: 263）。ここでは Cyirimaのミイラの到着に先立って、安置場所などに関す
る秘密を守ることを誓わせるためといわれる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 
337/#1144）。
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［1145］彼らの数は Kemba軍 119の数と同じにする。
夜に出発する。
道中では松明で照らす、
赤蟻の道と蛇の道を。
［1149–1150: 現牛王のMuganza到着］
この夜（四夜目）、決められた時間が過ぎ、
［1150］Mutara王はMuganza宮（727）に行く 120。
［1151–1163: 前牛王の Rutare到着］121
Cyirima王が広場（kaarubanda）に着くとき、
Rutareの彼の屋敷（rugo）の外の、
Nyaatwa（1144）の一人の娘が攪拌器に牛乳を注ぎ、
バターが出来るまで攪拌し、牛乳を飲む。
［1155］彼女はこのバターを自分の体に塗り、
一本の長い槍と一本の矢を持って Cyirima王を迎えに行く。
彼が屋敷に着くとき、
その輿は右の肩で担ぐ。
上記の娘が家から出てきて、
［1160］歓声を上げながら歩き、
 119 ［1145］「Kemba軍」： Abakemba「解体者たち」＜gukeemba「野獣がするように、
皮を剥がずに牛を手荒く解体する」（Kagame 1963: 81; Coupez et al. 2005: 1263）。
Cyirima II Rujugiraが作ったとされる軍隊で、Rutare～Muhazi湖の南の国境駐
屯地に配置され、Gisaka国征服や対 Burundi戦に使われた（Kagame 1961: 37–
39; Kagame 1963: 81–89; Kagame 1972: 138, 146–147）。ここでは Rutareの王墓
への Cyirimaのミイラの搬入を護衛する。
 120 ［1150］「Mutara王はMuganza宮に行く」：Muganzaは 727行目の注を参照。
Mutara王は Nyabugogo川を南にわたってMuganzaに行く。
 121 ［1151–1163］「Cyirimaの Rutare到着」： Cyirimaのミイラは Rutareに到着する
と、墓家（ここでは屋敷と呼ばれる）で保管され続ける。埋葬は、現牛王の
Mutaraが死んでから四か月後に行われる（宇野 2014: 125）。
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Cyirima王とすれ違う、
後ろを見ないで 122。
ここに護衛の Kemba軍（1145）が入って夜を明かす。
p.　過去の王と王母たちによる Bukunzi攻撃と凱旋（1164–1217）123
［1164–1177: Bukunziへの進軍］
翌日、上記（Gaseke）の儀礼家が出てくる。
［1165］彼は彼の主人（Cyirima）の槍を持って出てくる。
Ndabarasa王の儀礼家も彼の主人の槍を持って出てくる。
Seentabyo王の儀礼家も彼の主人の槍を持って出てくる。
Gahindiro王の儀礼家も彼の主人の槍を持って出てくる。
Rwogera王の儀礼家も彼の主人の槍を持って出てくる。
［1170］Rwabugiri王の儀礼家も彼の主人の槍を持って出てくる。
Musinga王の儀礼家も彼の主人の槍を持って出てくる。
王母たちの墓に仕える侍女たちが来る。
Kinani（886）の渡しを渡る。
Nyamagana川 124に舟を浮かべる。
［1175］その渡し舟は以後使われない。
 122 ［1160–1161］「Cyirima王とすれ違う、後ろを見ないで」： 普通の王の遺骸の
Rutareへの移送時に、「不敬の道」90–91は「主人は王とすれ違い、振り返らず
に進む」と述べている（宇野 2012: 72）。
 123 ［1177］「Bukunzi攻撃と凱旋」： Bukunziはルワンダ西南部、キヴ湖の東南のヒ
ンザ（土酋）の国の 1つ。ヒンザは雨をコントロールし、ルワンダの豊穣も左右
する力があると信じられた（宇野 2011: 128–132）。Bukunziは、通常の王の即位
式では先王の毒殺犯に見立てられ、王権太鼓の管理者 Koobwaが新王の名代と
して遠征し、一人の住民を王権槍で刺し殺し、戦利品（家畜・人間・作物の豊穣
の象徴）を持って凱旋する（宇野 2012: 65; 宇野 2013: 134–136）。以下の水飼い
儀礼の最後でも、ほぼ同様の行事があり、その目的はやはり豊穣祈願と考えられ
るが、それを実行するのは過去の王・王母の名代の儀礼家と侍女たちであり、即
位式における王権太鼓は水飼い儀礼における過去王・王母に対応している。な
お、ブルンジでは王の即位式で水飼い儀礼を行い、その水飼い儀礼場で人身供犠
が行われる（Ndayishinguje 1977: 31–33; 宇野 2013: 137）。
 124 ［1174］「Nyamagana川」： Nyabarongo川の Rukoma南部にある支流の名前で、
その河口は Kinaniの浅瀬に近い（d’Hertefelt & Coupez 1964: 480）。
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Bihongoriの道 125を進み、
Bukunziを攻める。
［1178–1184: 過去の王たちの槍を使った殺人］
彼らが着く前から、一人の Bukunzi人が見張られている。
Gasekeの儀礼家が、最初に、
［1180］彼の主人の槍をその Bukunzi人に投げる。
Ndabarasa王の儀礼家、Seentabyo王の儀礼家、
Gahindiro王の儀礼家、Rwogera王の儀礼家、
Rwabugiri王の儀礼家、Musinga王の儀礼家が
同時にこの男に槍を突き刺す。
［1185–1193: 儀礼家たちと侍女たちによる略奪］
［1185］彼らはここで略奪する：雄の子牛に授乳している雌牛を一頭、
雄の子羊に授乳している雌羊を一頭、
男の子に授乳している女性を一人、
そして雄鶏と雌鶏を一羽ずつ。
王母たちの侍女たちがそこで略奪するのは、
［1190］石のすり臼とすり石 126、
粥用の土鍋 127、木の搗き臼 128、
杵、igitaro箕 129、
 125 ［1176］「Bihongoriの道」：中央Marangara山塊（2,184 m）を横切る峠で、ルワ
ンダ中部から西部へ行く最も普通の道（d’Hertefelt & Coupez 1964: 448）。
 126 ［1190］「石のすり臼（urusyo）とすり石（iingasiire）」：穀粒を木製の搗き臼と杵
（1191–1192）で脱穀して、石のすり臼とすり石で粉にする（Pauwels 1955: 291, 
pl. 33, g. 211, p. 213； Pauwels 1969: 86, g. 9, p. 95, g. 18）。
 127 ［1191］「粥用の土鍋（iinkon ivuga）」： 高さ約 50センチで、口は開いている
（Pauwels 1955: 193, pl. 1, g. 3, p. 197; Pauwels 1969: 86, g. 6）。
 128 ［1191–1192］「木の搗き臼（iisekuru）、杵（urusekuzo）」： Pauwels 1955: 203 （pl. 
4, g. 38），213; Pauwels 1969: 86 （g. 5），95参照。
 129 ［1192］「igitaro箕」：箕の一種（Coupez et al. 2005: 2458）。
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igitimbiri籠 130、iintaara箕 131。
［1194–1199： Bukunziからの帰還］
王たちの槍は肩に担ぎ、
［1195］石突きを地面につけない。
彼らは、来た道を一団になって凱旋する。
Ruyenzi丘 132に着くと、
浄化係 Roha（603）が水掛具で清めに来る。
Nyaruteeja（253）の渡しを渡る 133。
［1200–1203: 兵士の舞踏］
［1200］全軍の兵士が、
Kiisiigiro134でカオリンを塗り合う 135。
彼らは Bukunzi遠征から戻った軍と混じり合い、
王の前で踊る。
［1204–1217: 褒美の分配］
翌日、Gasekeの儀礼家は、
［1205］褒美の雌牛たちを受取る、
次の言葉とともに：「勇敢な者は報われる。
 130 ［1193］「igitimbiri籠」：籠の一種（Coupez et al. 2005: 2539）。
 131 ［1193］「intaara箕」：箕の一種（Coupez et al. 2005: 2446）。直径約 40センチで、
裏は牛糞を塗ってある（Pauwels 1955: 224, pl. 12, g. 85, p. 230; Pauwels 1969: 
87, g. 12）。
 132 ［1197］「Ruyenzi丘」： Rukoma東部の丘の名前（d’Hertefelt & Coupez 1964: 
490）。秘典ではここにしか出てこない。
 133 ［1199］「Nyaruteejaの渡しを渡る」： Nyabarongo川の東に戻ってくる。
 134 ［1201］「Kiisiigiro」： Kigari山の西側部分の滑らかな山肌が露出した斜面の名前。
動詞-isiig-「自分に塗る」との言葉遊びがある（d’Hertefelt & Coupez 1964: 
468）。秘典ではここにしか出て来ない。
 135 ［1201］「カオリンを塗り合う」：カオリンは白い粘土で、白は清浄、勝利、喜び
を表す（d’Hertefelt & Coupez 1964: 287, 338）。
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お前の主人にこれらの雌牛を届けよ」。
上記（1204）の儀礼家は牛たちを Rutareの王墓に連れて行く。
そして Cyirimaに報いる。
［1210］彼はまた全ての Kemba軍（1145）に報いる。
Gasekeにいた者にも。
誰かに牛が足りなければ、別のを連れてこさせる。
宮廷でも、Tsoobeが
王に報い、
［1215］王は Tsoobeに報い、
全ての儀礼家たちも報われる。
誰か牛がない人があれば、もう一頭要求する。
q.　 一般人の祖先崇拝の制限令および一般人の祖霊と王の祖霊の退去（1218–
1226）
［1218–1223: 一般人の祖霊祭祀の制限令］
Tsoobeは太鼓を一つ取りだして、
王宮外広場に置き、
［1220］撥で一回叩いて、
こう言う：「私は死者霊（abazimu）を廃止する。
各人は祀れ、父親（se）と祖父（seekuru）を、　
好きな方を。他の祖先たちは断念せよ。」
［1224–1225: 過去王たちの槍］
Bukunzi攻撃から戻った上記（1165–1171）の槍たちは、
［1225］Rwegekangabo136と一緒に持って行く。
 136 ［1225］「Rwegekangabo」：秘典ではここにしか出てこない。意味は「軍隊を撃破
した者」だが、具体的に何なのか不明。d’Hertefelt & Coupezは Tsoobeが 1218
行で使った太鼓の名前ではないかと言う（1964: 339）。
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［1226: 王家の祖霊と一般人の祖霊が合流して去る］
王たちの遺体（imigogw）は人々（rubanda）と混じり合う 137。
r.　 その後の王、王権太鼓、王権雄牛（1227–1249）138
［1227–1229: Tsoobe儀礼家たちの集結］
Tsoobeたちは皆、宣誓薬（1144）を受取る。
自分の丘にいる者があれば、彼はそこを離れ、
Muganza宮の太鼓たちに合流する 139。
［1230–1231: 太鼓と雄牛の定位置］
［1230］王権太鼓はMuganza宮にいる。
王権雄牛たちは Karama丘 140にいる。
 137 ［1226］「王たちの遺体（imigogw）は人々（rubanda）と混じり合う」： 動詞
-teeran-は、「（複数の物が）集まる、一体になる、混合体をなす」（Coupez et al. 
2005: 2505–2506）。d’Hertefelt & Coupezは、人々が Rutareの王家墓地に入るこ
とが例外的に許されたのではないかと想像する（1964: 465）が、意味も根拠も
ない。われわれは、この文脈では、「王たちの遺体（imigogw）」は、891で過去
王の儀礼家たちを「王たちの遺骸管理者たち（abanyamugogo）」と呼んだ時の
-gogo（王の遺骸）で、儀礼に参加した Ndabarasa王以下の過去の王たちと王母
たち（の霊）を指し、「人々（rubanda）」は 1221–1223で祖先崇拝から外された
死者霊（abazimu）を指していると考えておきたい。この解釈は、Kagameが
「先行する世代の（一般人の）祖先たちは、ミイラが保存されている王の霊に付
いて行かなければならないので、儀礼のエピローグとして、祖先祭祀廃止の決定
が厳粛に下される」（1947: 386）と書いていることとも合致する。つまり、先代
牛王の霊と一緒に、彼の周期に属する王・王母たちの霊、および一般人の三代以
上の祖霊たちが去って行き、死者の世界でも新しい周期が始まるのである。
 138 ［1224–1252］「その後の王、王権太鼓、王権雄牛」：牛王は儀礼前にいた Nyabar-
ongo川の西に戻ることは許されないので、以下、Kigari周辺に限定された宮廷
生活が描かれる。
 139 ［1229］「Muganza宮の太鼓たちに合流する」： Tsoobe儀礼家一族は全員が Kig-
ariに集まり、Mutara王が生きている間、Karinga鼓たちの守護にあたる
（Kgame 1947: 385–386）。
 140 ［1231］「Karama丘」：東の Kigari山と西の Nyabarongo川の間にある丘の名前
（d’Hertefelt & Coupez 1964: 465）。
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［1232–1238: Mutaraの都］
Mutara王が都を新しく作るとしても、
Bwanacyambweの範囲内に作る 141。
太鼓たちはMuganza宮から運ばれる、
［1235］その都を完成させるために。
それが終わったら、太鼓はMuganza宮に帰る。
雄牛たちも Karama丘を離れ、おごそかに儀式に参加し、
終わったら Karama丘に帰る。
［1239–1249: 諸儀礼における太鼓と雄牛］
初穂儀礼と gicuraasi月（29）の儀礼 142には、
［1240］太鼓たちがMuganza宮から来る。
雄牛たちも Karama丘から来る。
宮廷で公共の儀式が終わると、
太鼓たちはMuganzaに帰る。
雄牛たちは Karamaに帰る。
［1245］宮廷が Ryangombe祈願を主殿で行うときは 143。
雄牛たちは Karamaを離れ、
この儀礼に参加する。
彼らは厳かに登場したのち退いて、
Karamaに帰る。
 141 ［1232］「Bwanacyambweの範囲内に作る」：もといた Nduga（Nyabarongo川の
西）には帰らない。
 142 ［1239］「gicuraasi月の儀礼」：「gicuraasiの道」（d’Hertefelt & Coupez 1964: 68–
75）に記述された宮廷儀礼。
 143 ［1245–1247］「宮廷が Ryangombe祈願を行うとき」：これを見ると、Ryangombe
祭祀には王権雄牛は使ったが、王権太鼓は使わなかったらしい。宮廷の Ryan-
gombe祭祀については宇野 2010: 176–177参照。
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s.　儀礼の結果：牛の健康と王の長寿（1250–1252）
［1250–1252: 牛の健康と王の長寿］
［1250］獣疫は国から消え、
王（Mutara）は非常に長生きし、
彼の髪は白くなる 144。（終り）
7.　おわりに（「水飼いの道」の歴史的背景についての追記）
最後に水飼い儀礼、特にその舞台となる Nyabugogo川流域～Rutare王墓
の「歴史的」背景に簡単に触れておきたい。
Nyiginya王家の墓地は複数あり、Rutareには Cyirima王、Mutara王、
Kigeri王が葬られ、Mirambwe王は Buriiza省の Baforongoの Rumeraに、
Yuhi王は Rukigaの Kayenziに、それぞれ墓地があった。王母はその夫（ペ
アをなした王＝息子ではなく）と同じ墓地に埋葬した。さらに戦死したり自
殺したり、普通ではない死に方をした王・王母は、Buriizaの Butanganpun-
du（現 Kigali県のMugambazi町）に葬った（Kagame 1952: 123 note 75）。
説話時代を含む歴代のルワンダ王のなかで Cyirima、Mutara、Kigeriの王
号を持つ最初の王は、古い順に Cyirima I Rugwe、Kigeri I Mukobanya、
Mutara I Semugeshiである。このうち Cyirima I Rugwe（Kagameによれば
在位 c. 1345–1378、Vansinaによれば 1506±10年没）145は、普通の死に方で
はなかったようで、Butanganpunduに葬られた（Kagame 1972: 69）。
次に、Kigeri I Mukobanya（Kagameによれば在位 c. 1378–1411、Vansina
によれば 1528±12年没）は、Rutare山地の Nyansengeという支脈の台地
上に埋葬されたという（Kagame 1972: 74, cf. Vansina 2001： 270； Vansina 
2004: 217）。彼が Rutareに埋葬された（ことがわかっている）最初の王ら
 144 ［1250–1252］「獣疫は国から消え、王は非常に長生きし、彼の髪は白くなる」：
同様の表現は、「火の道」の最後（283–284）にも見える：「疫病は消滅し、Yuhi
は大変長生きをする」（d’Hertefelt & Coupez 1964: 66–67）。
 145 Kagameによる王の在位期間の推定は Kagame 1972による。Vansinaの推定につ
いては宇野 2010: 168を参照。
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しいが、その後、Nyabugogo川流域～Rutare山地は Gisaka王国に奪われた
（Kagame1972: 80）。
第三のMutara I Semugeshi（Kagameによれば在位 c. 1543–1576、Vansi-
naによれば 1644±22年没）は、ミイラが初めて Gasekeに保存された王と
伝承される。ただし、当時、Nyabarongo川の東は Gisaka王国の支配下に
あったため、彼が死んだのは川の西のMusumba（Gitarama県 Nyamula-
buye町）近くの Gisozi（「王の死んだ所」の意）であり、また Gasekeに移
す前に死体を Joma（旧 Bumbogo省、現 Kigali県の Rushashi町）で燻蒸す
ることもできなかった（Kagame1972: 118）。
Rutare地方がルワンダ領に戻ったのは、Mutara I Semugeshiから四代後
の Cyirima II Rujugira（Kagameによれば在位 c. 1675–1808、Vansinaによ
れば 1770–1786） の時で、当時、北の Ndorwa王国の支配下にあった Ru-
tare地方を、Ndabarasa王子（後の Kigeri III Ndabarasa）が攻め取った
（Kagame 1963: 104）。その後、Cyirima II Rujugiraは、ほぼ「水飼いの道」
と「不敬の道」に対応する形の水飼い儀礼を実施し、その記念に牛軍 In-
turire（「蜂蜜入りのソルガム・ビール」の意）を作った（Kagame 1961: 
55）。水飼い儀礼後、Mutara I Semugeshiのミイラは Rutare山地の Rurem-
bo（「宮廷」）という支脈上の墓家で保管され、Cyirima II Rujugiraの死後、
最終的に埋葬されたと思われる（Kagame 1972: 118）。「水飼いの道」で Cy-
irimaのミイラを警護するのは Kemba軍（1145、1163）であるが、最初は、
Ruganzu II Ndoriが作った Ibisumizi軍（「取っ組み合って戦う者たち」の
意）が Gaseke時代からMutara I Semugeshiのミイラを警護していたらし
く、Rutare墓地でも警護を続けたという（Kagame 1963: 56–57; Kagame 
1972: 108）。
Cyirima II Rujugiraは非常に長寿だったと伝えられる。、亡くなったのは
Muhimaに面した Ntora丘、後の Gisozi（「王が死んだ所」の意。Kigaliの
Kaciru地区）で、Jomaに運ばれてミイラにされ、Gasekeに運ばれたという
（Kagame 1972: 153; Muzungu 2003: 192; Mureme 2010: 349; Vansina 2001: 
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120–121; Vansina 2004: 91–92146）。このミイラが「水飼いの道」で Cyirima
と呼ばれた先々代の牛王であるが、737注で述べた事情により、彼以後の牛
王は水飼い儀礼を実施できなかった。
問題は、彼によってミイラが Rutareに運ばれたMutara I Semugeshiが、
現役時代に水飼い儀礼を実施したかどうかである。さらに、Cyirima周期と
Mutara周期を繰り返す王号システム（宇野 2014: 126）は誰が始めたのか。
KagameはMutara I Semugeshiが最初に水飼い儀礼を行い、周期システム
を作ったと言い、Vansinaはどちらも Cyirima II Rujugiraが始めたとする
（Kagame 1972: 111–118; Vansina 2001: 120; Vansina 2004: 91）。
Kagameは、Mutara I Semugeshiが Burundi王国から「水飼いの道」を受
容したという宮廷伝承を紹介している。つまり、Semugeshiは南の Burundi
王国のMutaga II Nyamubi王と不戦条約を結び、Burundiが Bugesera王国
を併合するのに反対しない代りに、牛に関する Burundiの宮廷詩つまり
「水飼いの道」を入手した。Burundi宮廷の秘典保持者の一人 Burengeの息
子 Nyamwondaがルワンダに送られ、宮廷儀礼家たちにこの詩を教え、そ
のルワンダ化を助け、最初の儀礼の実施を指導した。水飼い儀礼はmu-
Mutoboの渡しに面した Nyabarongo川の谷の西岸で準備された（Kagame 
1972: 111–112）。
しかし、儀礼実施後、Semugeshi王の目が異常に腫れたため、Burundi王
は代わりの秘典保持者 Rumanuraの息子 Kinigaを送り、儀礼をやり直させ
た。Kinigaはまず王権太鼓を更新し、当時 Gisaka領だったMuhima（704–
716注）の森の Rwezangoroの井戸（705注）から夜間に水を盗み、Kigali
山の西の Nyamweru山（876注）のふもとの Kabyaza（「牛に子を産ませる
者」の意）の井戸に注いだ。水飼い儀礼はそこで行われ、儀礼のあいだに王
は、牛の国として知られるMutara地方（今のルワンダ東北部、当時はルワ
 146 Vansinaは Rujugiraが「水飼いの道」の規定に従ってミイラにされて Gasekeで
保管されたと書いているが、牛王のミイラ化の規定は「水飼いの道」ではなく
「不敬の道」にある（宇野 2014: 123–125）。
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ンダ領外）におそらく因んでMutaraという王号を与えられ、儀礼終了後は
Musumba（「上昇」の意。Gitarama県 Nyamabuye町）に都を置いた。秘典
保持者 Kinigaは Burundiに帰らず、Mazaの近くの Gikoro（Butare県 Ru-
satira町）に領地を与えられ、息子の Nkunaは、過去の王母の帯を保管す
る宮廷儀礼家 Kuna家（1128注）の名祖になったという（Kagame 1972: 
112–113、116–117）。
他方、Vansinaの主張は、Cyirima II Rujugiraの即位はクーデタだったと
いう自説から来ており、Rujugiraが自己の正統性を強化するために王号シス
テムや王権儀礼の改革、Rutare山地の神秘化などを行ったと推測している。
しかし、王号はMutara I Semugeshiから四世代のMutara周期が始まって
おり、Cyirima II Rujugiraまで待たねばならない理由はない。水飼い儀礼
も、Mutara I Semugeshiが Burundiから導入して王権太鼓の更新儀礼と組
み合わされ、Cyirima II Rujugiraのもとで、領土の拡張に伴って Nyabugo-
go川流域～Rutare山地を舞台とする現存の「水飼いの道」に対応する形に
なったと考えて特に問題はなさそうである。
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